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誰
も
が
わ
か
る
議
会
へ

副議長　
岸田　眞紀

◇
正
副
議
長
　
　
　
就
任
あ
い
さ
つ
◇

議
会
と
議
員
に
注
目
を
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
は
昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
再
び

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
諸
氏
と

と
も
に
円
滑
な
議
会
運
営
と
議
会
改
革
等

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
任
期
中
に
行
う
べ
き
こ
と
は
、
議

会
基
本
条
例
に
定
め
ら
れ
た
事
柄
を
着
実

に
実
行
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一つ
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
市
民
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
会
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
意
見

交
換
会
を
通
じ
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、
議
会
と
議
員
の

考
え
を
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
結
び
に
、本
年
が
皆
様
と
飯
山
市
に
と
っ

て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議長　
渋川　芳三

　令和４年10月に執行された市議会議員選挙に
より市民の代表として16人の議員が当選しました。
12月12日の招集日には正副議長をはじめとした
議会構成が行われ、議長選挙では渋川芳三議員が、

飯山市議会　第 18 期スタート！！
副議長選挙では岸田眞紀議員が当選し、各委員会
構成や広域議会等への議員選出も行いました。議
長、副議長のもと全議員が、市民の皆様の代表と
して市政発展に向けて全力で取組みます。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
昨
年
の
12
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て

副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
岸
田
眞
紀
で

ご
ざ
い
ま
す
。
渋
川
議
長
を
補
佐
し
て
飯

山
市
民
の
皆
様
、
そ
し
て
議
員
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

議
会
運
営
と
市
政
発
展
に
取
り
組
み
副
議

長
と
し
て
の
職
責
を
全
う
し
て
行
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
を
通
じ
て
議
会
と
し
て
飯
山

市
政
の
健
全
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

事
と
、
議
会
と
し
て
の
活
動
を
大
切
に
し

て
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
議

会
改
革
を
め
ざ
し
て
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
飯
山
市

の
皆
様
方
に
と
っ
て
穏
や
か
な
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
私
の

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◎上松永林　○小林喜美治
(委員は議長を除く全議員）

予算決算　常任委員会

総務文教　常任委員会

松本　淳一

髙橋　達幸

山﨑　一郎

○常田　徳子

渋川　芳三荻原　章一
（議長はオブザーバー）

産業民生　常任委員会

髙澤富士子

小林喜美治

◎吉越　利明◎西澤　一彦 ○髙橋　春三 山崎　武雄

上松　永林

新しい議会の構成新しい議会の構成新しい議会の構成

岳北広域行政組合議会議員
（飯山市議会選出）

髙橋　達幸　髙橋　春三　髙澤富士子　松本　淳一
西澤　一彦　小林喜美治　岸田　眞紀　渋川　芳三

北信広域連合議会議員
（飯山市議会選出）

常田　徳子　吉越　利明　上松　永林
岸田　眞紀　渋川　芳三

◎委員長〇副委員長

◎佐藤　正夫　○山﨑　一郎　村松　正勝
吉越　利明　上松　永林　小林喜美治

議会運営　委員会

　

11
月
24
日
に
、
長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市

町
村
議
会
協
議
会
（
会
長
・
飯
山
市
議
会
議
長
渋

川
芳
三
）
の
10
市
町
村
議
会
並
び
に
県
議
会
豪
雪

地
帯
対
策
促
進
議
員
連
盟
合
同
で
、
豪
雪
地
帯
の

道
路
等
整
備
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
向

け
た
切
実
な
要
望
に
つ
い
て
阿
部
知
事
へ
の
要
望
と

県
議
会
へ
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

「特別豪雪地帯での安全安心な暮らしを求めて」
　　　　　　　　　　　　　　阿部知事へ要望

長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯

指
定
市
町
村
議
会
協
議
会

佐藤　正夫 岸田　眞紀

村松　正勝

◎
県
知
事
要
望
・
県
議
会
陳
情
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◆◇飯山市議会本会議の動画を配信しています◇◆
☆受信方法　　　○飯山市議会ホームページ　本会議動画配信ページ
　　　　　　　　 ○YouTube「飯山市議会」チャンネル こちらのQRコードから

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら

27
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
、
補
正
予
算
案
、
条
例
案
、
事
件
案

お
よ
び
人
事
案
あ
わ
せ
て
22
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
13
日
に
は
雪
か

き
支
援
事
業
に
か
か
る
補
正
予
算
案
の

審
議
を
行
い
ま
し
た
。
山
﨑
一
郎
・
佐

藤
正
夫
議
員
よ
り
修
正
案
が
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
修
正
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会

議
に
お
い
て
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会
か

ら
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書
」
お
よ
び
「
免
税
軽
油
制
度
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12 月 定 例 会 概 要

【補正予算案13件】
◇令和 4年度　飯山市一般会計（3件）・各特別会　
　計 9件・水道事業会計補正予算
【条例案3件】
◇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
　る条例
◇飯山市職員の定年等に関する条例等の一部を改正
　する条例
◇飯山市地域経済牽引事業の促進による地域の成長
　発展の基盤強化のための固定資産税の課税免除に
　関する条例
【事件案３件】
◇市道路線の認定について
◇市道路線の変更について
◇専決処分事項の承認を求めることについて
　【令和４年度飯山市一般会計補正予算（第７号）】

【人事案3件】
◇監査委員の選任に関する同意を求めることについて
◇教育委員会委員の任命に関する同意を求めることに
　ついて
◇副市長の選任に関する同意を求めることについて

【請願2件】
◇安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改
　善を求める請願書
◇免税軽油制度の継続を求める請願

【意見書2件】
◇安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改
　善を求める意見書
◇免税軽油制度の継続を求める意見書

 ◆　令和 4年 12月定例会で審議された議案等　◆

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「議長」はオブザーバーのため委員会での表決権はありません。
＊ 本会議の採決は、委員長報告について諮っています。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　　●＝反対

　

議

案

番

号
　

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆ　き
つばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議

決

結

果
　

髙
橋
達
幸

西

澤
一
彦

山

﨑
一
郎

髙
澤
富
士
子

吉
越
利
明

岸
田
眞
紀

荻

原

章
一

小
林
喜
美
治

山
崎
武
雄

髙
橋
春
三

村
松
正
勝

松

本

淳
一

常
田
徳
子

佐
藤
正
夫

上
松
永
林

渋
川
芳
三

議案等名 会議の
種類

111
令和４年度飯山市一般会計補正予算
（第８号）（修正案に対する表決）

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ 長
議
長
修正可決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○
議
長
修正可決

会派名
・
議員名

【予算決算常任委員会での主な質問事項】
○32名もの職員採用は実証試験とは言い難く、本格事業だ。除雪の仕事がない日は何をす
　るのか曖昧である。
○実証試験とはいえ、本年から拡充される民生部事業の「住宅除雪支援事業」の検証をしな
　いまま、新たな除雪支援事業の計画は問題である。
○議案審査前から職員の勧誘をしているのは問題であるとの市民からの指摘がある。
○栄村を参考にしたようだが、飯山市には既に「除雪支援隊」や「シルバー人材センター」
　などの組織があり、栄村とは同じ状況ではない。
○議案提出前に、市内の除雪関係者との意見交換をなぜ実施しなかったのか。
○人口流出の要因が雪であるとの明快な理由がないのに、あたかも雪害を結びつけるような
　発言は、地域のイメージダウンにつながる。
○雪は災害でなく、大切な地域の資源であり産業であると受け止めることが大切ではないか。
○除雪困難世帯の思いを受け止め、市内の除雪関係者間のコーディネートの役割を持たせる
　ことが重要と思うが。

【雪かき支援事業】予算案を修正し可決！！
【雪かき支援事業案とは】
　冬期間除雪困難世帯に「雪かき支援員」を派遣するため、会計年度任用職員を最多32名
を採用。任用条件は18歳から75歳までの方で、7時間45分勤務で月額報酬は182,200円。
予算総額3千7百万円余の実証試験をする事業です。

※
議
案
の
修
正
と
は　
市
長
か
ら
議
会
に
議
案
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、
本
会
議
及
び
常
任
委
員
会
で
審
査
し
議
決
を
行
い
ま
す
。
議
案
の

内
容
に
対
し
、
議
員
（
委
員
）
は
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
議
案
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【可決された修正案】
　　　　　市には既に民生部事業で「住宅除雪支援事業」等があり、今年度新たに内容
が拡充されたが、その検証がされないうちに提案された「雪かき支援事業」については、
冬期間地域の除雪の事業を始め、各種産業に携わっている方々の、民業圧迫につながりか
ねないとの疑義が解消されないため、予算総額を10,005千円に修正する。
　　　　　1チーム4人の2チーム編成以内とし、業務内容については除雪困難世帯の方々
の思いを受け止め、除雪支援隊及びシルバー人材センターや、除雪に関わる民間事業者と
のコーディネート業務を取り入れること。

　　　　　　　　　　　

【審議の経過】
　市長から12月13日開催の定例議会に「雪かき支援事業」の議案が提出され、議案説明の
あと先議の申し出があり、開催された本会議において、吉越利明・山﨑一郎・佐藤正夫議員
から質疑があり、引き続き予算決算委員会が開催され、４時間余の慎重審議のあと、「修正案」
が出され、直ちに開催の本会議において、山﨑一郎議員から修正動議が出され、松本淳一議員・
山崎武雄議員の反対討論、佐藤正夫議員の賛成討論があり、修正案を賛成多数で可決した。

　　　　　市には既に民生部事業で「住宅除雪支援事業」等があり、今年度新たに内容　　　　　市には既に民生部事業で「住宅除雪支援事業」等があり、今年度新たに内容修正理由

　　　　　1チーム4人の2チーム編成以内とし、業務内容については除雪困難世帯の方々　　　　　1チーム4人の2チーム編成以内とし、業務内容については除雪困難世帯の方々　　　　　1チーム4人の2チーム編成以内とし、業務内容については除雪困難世帯の方々付帯意見

要望書と意見書

【議案第132号　副市長の選任に関する同意を求めることについて】
　副市長の選任議案採決にあたり、無記名投票とすべきの緊急動議が賛成多数で可決され、投票の結果、
賛成 10反対 5で原案のとおり同意されました。

雪かき支援事業について、飯山商工会議所と飯山市建設業協会から、慎重
かつ適正な検討を望む旨の要望書と意見書の提出がありました。


